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I.はじめに
　２００６年の学校教育法等の一部改正により、２００７
年より従来の特殊教育から特別支援教育へと転
換した。特別支援教育の特徴として、障害児教
育対象の拡大が挙げられる。この転換により、
LD, ADHD, 高機能自閉症等の発達障害と言わ
れる障害児も教育的指導の対象となった。発達
障害の一つである広汎性発達障害（Pervasive 
developmental Disorder）は、脳機能の障害に起
因する社会性の障害である。広汎性発達障害の代
表的な障害は自閉症（autism）であるが、「広汎
性」という言葉から分かるように、自閉症の他に
認知や運動等、障害が広範にわたっているレット
症候群（Rett`s syndrome）、小児期崩壊性障害、
アスペルガー障害等も含まれる。１９４３年、アメ
リカの児童精神科医レオ・カナー（Leo Kanner）
が、他者との情緒的接触の困難という共通の特徴
をもつ子どもたちを「早期幼児自閉症」として報
告したのが自閉症の最初の事例（１１例）であっ
た．また、１９４４年、オーストリアのハンス・アス
ペルガー（Hans Asperger）が独特の他者との関
係性を示す子どもたちを「自閉性精神病質」とし
て報告した。イギリスのウィング（Wing, L. ）は、
このカナーとアスペルガー両者の報告について、
明確な境界線を引いて分類できるものではなく、
連続体として存在しているとし、自閉症スペク

トラム（spectrum）という名称を提唱した。自
閉症はDSM-IVでは自閉性障害の診断名で掲載さ
れ、a）対人的相互作用と意思伝達の２領域での
質的障害、および反復・常同的な行動パターン、
興味、活動の限局、b）自閉症と思われるような
これらの症状が３歳以前から出現している、と
いう内容の診断基準が示されている（上野・他、
２００６）。自閉症スペクトラム障害には、社会性の
障害、コミュニケーションの障害、想像力の障害
とそれに伴う行動の障害の、いわゆる３つ組障害
と呼ばれる障害が見られる（別府・他、２００５）。
本論では３つ組障害のうち、特にコミュニケー
ションの障害について取りあげる。自閉症児のコ
ミュニケーションの一般的特徴として、発話の遅
れや反響言語（エコラリア）が見られ、また、伝
達意図の誤解や会話場面の無視、話し手・聞き手
関係の混乱等の語用能力の障害、さらに、他者の
考えや気持ちを受け止めながら行動することが困
難な「心の理論」障害等が認められる。このよう
なコミュニケーションの障害は、人との相互作用
を通じて、コミュニケーションの方法やルールに
ついて学ぶことが困難であることと考えられる。
そこで、自閉症児に対する支援として人との相互
作用を介したコミュニケーション支援が重要な課
題の一つとなる。
　言語・コミュニケーション発達に障害のある
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子どもへの支援として、認知・言語的アプロー
チや補助代替アプローチ、行動療法等がある
が、本研究では、語用論的アプローチの一つで
あるインリアル（Inter Reactive Learning and 
Communicationの 略・INREAL）（ 竹 田・ 里 見、
１９９４）による療育を行う。
　インリアルは、１９７４年、コロラド大学のWeiss.
R博士らによって開発されたコミュニケーション
を含む学習援助法である。インリアルは子どもの
自発性を尊重しながら、子どもが遊びやコミュニ
ケーションを開始する力を重視し、大人からのコ
ミュニケーション開始を控え、子どもからの開始
を待ってそれに反応することを基本原則とする。
コミュニケーションの手段として、ことば以外の
前言語的伝達手段（発声、物の受け渡し、指差し
等）を使用しているか、また、表情や雰囲気の重
要性に着目し、子どもが潜在的に有している手段
を用いてコミュニケーションが可能になることを
アプローチの目標としている。

II.目　的
　自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum 
Disorders：以下ASD）のある児童に対する支援
の中で、特にコミュニケーションに焦点を当てア
プローチを行う。本研究では、対象児が自発的に
他者と関わることを楽しみ、コミュニケーション
能力を豊かにできるように支援することによっ
て、遊びの拡がりや相互交渉過程が促進されるか
どうかを吟味し、併せて療育者（Therapist：以
下Th）にコミュニケーション感度の変容が見ら
れるのかを検討することを目的とする。

III.方　法
１.対象児（M児・女児）の概要
 ・ 療育は２０１０年４月（７歳５ヶ月）から２０１０年１２

月までの９ヶ月間
 ・ 家族は父・母・M児・弟の４人構成
 ・ 生育歴：出生体重３３６０g、頭囲３２.８cm、首のす

わり３ヶ月、つかまり立ち１０ ヶ月、身振り１
歳、一人歩き１歳２ヶ月、一語文１歳６ヶ月、
なぐり描き２歳、色の識別５歳、

 ・ 療育歴：２歳時にK相談センターで広汎性発

達障害と診断され、２歳７ヶ月時よりH通園施
設に週３回通いながら,並行してI保育園にも通
う。３歳５ヶ月からK大学の療育に週１回程度、
参加する。現在はH小学校特別支援学級に在籍
し学習している。

 ・ WISC-III（５歳９ヶ月時）の結果：言語性知能
は７０、動作性知能は７８、全検査知能は７１であっ
た。言語性検査では、知識（１０）や数唱（９）の評
価点は高く、類似（１）の評価点は低い。動作性
検査では、積み木模様（１１）や組み合わせ（９）の
評価点は高く、記号探し（１）の評価点は低い。

 ・ 療育開始時（２０１０年４月）の様子：「こんにち
は」、「さようなら」などの挨拶をすることがで
きる。時刻を確認することが多く、それに合わ
せて行動を切り替える。「遊んだ後はお片づけ
だよね」と言語で確認しながら動作を行う。

　Thに話しかけたり質問したりする。
２.分析方法
　ビデオ場面全体を通して行うマクロ分析と継時
的記録を取るミクロ分析を行う。具体的なインリ
アル・アプローチの分析として、１）遊びとコミュ
ニケーションの変化、２）M児の伝達行動における
開始・反応の変化、３）相互交渉過程の継時的変
化、４）Thの感度の変化の４つの視点について行
う。

IV.結果と考察
１.遊びとコミュニケーションの変化
　１７回の療育を前期（４月～７月）と後期（１０月
～１２月）に分け、各期でのM児の遊びの変化及び
コミュニケーションの変化を示す。
１－１．遊びの変化
　前期：M児の好きなキャラクターのおもちゃを
持ってきてThにそのキャラクターの名前や遊び
方などについて説明する。トランポリンで遊び、
跳びながらプレイルームにある大きな鏡で自分の
姿を確認することが頻繁に見られた。自分で決め
たルールで遊びを展開し「５－２でわたしの勝
ち」と言って勝負に勝って喜ぶ姿が見られた。ブ
ランコを見つけると「ブランコしたい」と言う。
キャチボールは「怖い」と言って目を閉じてい
たが、しばらくするとThとの距離を近づけ数を
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数えながらキャチボールができるようになった。
全体として、一つの遊びに固執することもなく、
ボールで遊んだ後、トランポリンで跳んだりプラ
レールをするなど、プレイルームの遊具を大いに
使って遊んでいた。なお、療育の３０分間は同年齢
のT児と一緒に遊ぶ環境を設定した。
　後期：T児の遊んでいるプラレールで一緒に遊
んだり、T児に話しかける姿が見られた。ボール
プールの中で遊ぶ回数も増え、その中に埋まり隠
れて「助けて」と言ってThに助けてもらう遊び
が見られた。ブロックで「１２階建てのビルを作る」
と言ってブロックを高く積み上げる。綿を雪に見
立てて雪合戦をして遊ぶ。「クリスマスごっこし
たい」と言って、サンタさんの服を着た人形に、
綿でひげをつけてトナカイの上にのせたり、大き
な袋を見つけてサンタさんのプレゼントを入れる
袋作りをする。遊んだ後の片付けを行う姿も見ら
れた。
　前期には見られなかった行動として、後期でT
児がプラレールで遊んでいた時にM児はしばらく
眺めた後、「トンネルがない」と言って、T児の
遊びを手伝い始める場面が見られた。また、M児
がトランポリンに座っているとT児がトランポリ
ンに乗り跳び始め、二人でトランポリンを跳ぶ姿
が見られた。前期では，並行遊びが多かったが、
後期ではお互いに他者を意識しながらの、いわゆ
る「三項関係」的遊びに発展していることが示唆
される。
１－２　コミュニケーションの変化
　前期：プレイルームに入室し、「おはようござ
います」と自ら挨拶する。遊びの時に、「少なく
回した方が負けよ」や「１０跳ばないと負けよ」な
ど、ルールの説明をして一緒に遊ぼうとする傾向
が見られた。おもちゃの木琴を使って『きらきら
星』を弾いて「次は先生が弾いてみて」など、交
代しながら遊ぶ場面が多く見られた。ThがT児
に剣で叩かれ「痛い」と言うと、「先生、大丈夫」
と心配する。「これは、何ですか」や「今日は何
時にお迎え来るの」など、M児自身がわかって
いることをThに質問する場面が頻繁に見られた。
毎回、時間を気にしながら行動し、自らが決めた
時間に合わせて行動することが多かった。

　後期：M児「先生、家に帰る時はどうやって帰
る」、Th「新幹線に乗って帰るよ」、M児「おお
～」、Th「とっても速いんだよ」、M児「先生,怖
かった怖くなかったどっち」など、疑問に思った
ことを積極的に質問する。T児に対しても、「T君
プリキュア見ていますか」や「夏休み楽しかった」
などの質問をする。同じ質問を何度か繰り返すこ
とも見られたが、人物に関する質問が多くなっ
た。T児が危ない遊びをしているとThに向かっ
て「危ない遊びはしないでください」と言い、視
線はT児の方を向いていない。質問に応える時に
「あのさ」から始めることが多い。さらに、M児
はThに「Tくんと先生はお勉強中」と質問した
後で「おしゃべりはいけません」や「静かにして
ください」と言う等、自ら予想した答えをThに
聞いてくることがあった。
　T児がM児の持ち物に興味を抱き「見せて」と
言って話しかけると「いいよ」と言って貸してあ
げる場面が見られた。M児からT児に質問をした
り、自分の遊びに誘ったりコミュニケーションの
主導権を取ろうとする場面が多く見られた。二人
による相互的なコミュニケーションも展開され始
めたが、M児の一方的なコミュニケーション場面
も多く観察されたので、お互いに興味を示す事物
を通して、また、お互いの世界に関心を寄せるよ
うな環境づくりが課題となる。
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図１　伝達行動の開始と反応の割合

２.M児の伝達行動における開始・反応の変化
　M児とThの二者関係における、M児の伝達行
動の開始・反応の変化の割合を示した（図１参
照）。
　前期と後期を比較すると伝達行動の開始は、
５８％から７４%に増加し、伝達行動の反応は、４２%
から２６%に減少した。これらのことを踏まえると、
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前期では、M児とのラポート形成のためにThか
らの話題提供による開始が多かったことが結果に
影響したと考えられる。後期においては、M児か
らの開始が増加しており相互の信頼関係が築かれ
たことが示唆される。全体として、ThはM児に
反応的にかかわることができ、一方、M児もTh
と積極的にコミュニケーションを図ろうとする様
相が認められる。
３　相互交渉過程の継時的変化
　相互作用を短パターンと長パターンに分け、
Aini（Adult Initiative）短、Aini長、Cini（Child 
Initiative）短、Cini長パターンの４つの継時的変
化の割合を示した（図２参照）。前期と後期を比
較するとAini短、Cini短が共に減少し、Cini長が
増加している。Aini長は、ほとんど変化が見られ
なかった。短パターンの減少は、言語コミュニケー
ションの成立を物語る現象であり、その背景には
相互に他者意識や他者理解が培われてきたことが
示唆される。また、子ども主導による長パターン

（Cini長）が増加しており、その背景には、相互
の信頼関係の構築や言語心理学的技法の有効活用
が関与しており、総じて、相互の関係の発達が認
められた。
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 図２　�相互作用ユニット（短・長）とini（Ａ・Ｃ）
の割合の変化

４.Thの感度の変化
　Thの感度の変化を子どもとのかかわり方の変
化として捉える。
　　 前期：インリアルの基本姿勢であるSOULを

守りながら反応的にかかわることが少なかっ
た。両者に沈黙が生じると、Thから会話を
始めることが多く、M児の行動を静かに見守
るSilenceが見られない。M児は同じ質問を
繰り返しすることが多かったが、それに対す

る応答が曖昧であったり、M児の行動を模倣
してコミュニケーションの契機をつかもうと
する姿勢が少なかった。さらに、間違った言
葉の使用に対して正しく言い直してフィード
バックするリフレクティングやM児の言葉を
意味的・文法的に広げて返すエキスパンショ
ン等の言語心理学的技法を意識して使用する
場面が少なかった。M児の言葉をまねるモニ
タリングやThの行動や気持ちを言語化する
セルフ・トークは初回から見られた。

　　 後期：M児の言葉の意味についてビデオ分析
後に気づくことも多く状況に応じた応答が十
分ではなかった。後期では、M児が遊びやコ
ミュニケーションを開始できるように見守る
ことを意識しながら療育を行った。後期も

「雪ってどういう意味」と同じ質問を繰り返
したが、その度に「雪を見たことがあります
か」「雪は冷たかったですか」「雪の色を何色
ですか」等、M児が考えながら答えを見つけ
ることができるように応答した。

　前期と後期のかかわり方の変化として、Non-
Verbal行動としては、子どものしていることをま
ねてコミュニケーションの糸口をつかむ項目にお
いて改善が見られた。また、Verbal行動としては、
子どもがもっと話したくなるような言葉掛けをす
る、子どもに大人の意図がよくわかるように工夫
している、子どものことばの学習に役立つような
言葉掛けをしているという３項目に改善が認めら
れた。前期・後期とも、子どもに合わせた遊びを
楽しく展開することができていた。このように、
毎回の療育を重ねるごとにM児との心理的距離は
縮まり、また、Thの感度も改善されたこと等が
M児の対人認知の発達やコミュニケーション意欲
の向上に影響を与えたと考えられる。
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